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（
医
療
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
一
条

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
十
二
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
、
又
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

心
身
の
故
障
に
よ
り
前
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
又
は
不
同
意
の
意
思
表
示
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
三
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

第
百
十
五
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、
配
分
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
四
条

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
第
六
号
と
す

る
。第

五
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
ト
ま
で
」
を
「
ヘ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、

同
号
中
ニ
を
削
り
、
ホ
を
ニ
と
し
、
ヘ
を
ホ
と
し
、
同
号
ト
中
「
ヘ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
ヘ
と
す

る
。第

五
十
一
条
第
一
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
ト
」
を
「
ヘ
」
に
改
め
る
。

（
あ
へ
ん
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
五
条

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
又
は
第
三
号
」
を
削
る
。

（
水
道
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
六
条

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
三
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

心
身
の
故
障
に
よ
り
給
水
装
置
工
事
の
事
業
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の

第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
第
三
号
ホ
中
「
ニ
」
を
「
ホ
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
中
ニ
を
ホ
と

し
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
十
七
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
ホ
中
「
成
年
被
後
見
人
又
は
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

（
薬
剤
師
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
八
条

薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
る
。

第
六
条
中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
行

な
わ
れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中「
又
は
第
二
項
」を
削
り
、「
と

し
て
第
二
項
」
を
「
と
し
て
第
一
項
」
に
、「
と
き
、」を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五

項
中
「
、
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同

条
第
五
項
と
し
、
同
条
中
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第

五
項
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、

同
条
第
十
一
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中「
第
二
項
」

を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
第
一
号
中
「
第
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同

条
第
十
六
項
中
「
第
十
二
項
又
は
第
十
四
項
前
段
」
を
「
第
十
一
項
又
は
第
十
三
項
前
段
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
六
項
又
は
第
十
二
項
」
を
「
第
五
項
又
は
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
第
十
二

項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
、「
第
十
三
項
」
を
「
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
九

項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
十
二
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
、「
第
十
四
項
前
段
」
を「
第
十
三
項
前
段
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
す
る
。

第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第

三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
十
二
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
（
第
十
四
項
」
を
「
前
条
第
十
一
項
か
ら

第
十
八
項
ま
で
（
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
三
第
一
項
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
政
令
で
」
の
下
に
「
、
第
八
条
第
一
項
の
処
分
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
三
中
「
第
八
条
第
六
項
及
び
第
十
項
前
段
、
同
条
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
第
八
条
第
五

項
及
び
第
九
項
前
段
、
同
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
に
、「
第
八
条
第
七
項
」
を
「
第
八
条
第
六
項
」
に
、「
第
八

条
第
十
項
後
段
」
を
「
第
八
条
第
九
項
後
段
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
号
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正
）

第
八
十
九
条

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

第
五
条
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
禁
錮こ

」を「
禁

錮
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
中
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を

第
八
号
と
す
る
。

第
十
四
条
の
十
第
一
項
中
「
各
号
の
一
」
を
「
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
六
号
ま
で
、

第
八
号
及
び
第
九
号
の
一
」
を
「
第
五
号
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
八
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
る
。
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